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　医学雑誌『Lancet』や『New England Journal of Medicine』の名前はご存じだと思います。もち
ろん『Nature』なんかは自然科学分野では一番有名ですが医学の世界ではこの二つは別格の権威を持っ
ています。その権威の代表のような『New England Journal of Medicine』の編集部長のインジェルフィ












































































































































































































































　ナラティヴで質問するときの，いわゆる会話するときの心得が「7 つの C」です。（スライド 9）。1 番
の Conversation （会話）というのは，説得ではなくいつも行ったり来たりする対話になってる必要があ


















て長々と話してきましたが，7 つの C の話はお終いです。またぼくの講演もそろそろ持ち時間を越えよ
うとしています。様々な切り口でナラティヴに辿り着き，医療場面でナラティヴが有効だという確信を
持ち始めておりますが，有効な質問，ぼくはナラティヴ・クエッションと名付けておりますが，これを
マスターするには，やはり日々の修練が大事だと思います。師匠のローナー先生もロンドンであちこち
のグループで継続的にワークショップを開催しておられます。あるグループは 2 週に一度，他のグルー
プは月に一度，2 ヶ月に一度というグループもありました。日本でもナラティヴ・クエッションを広めよ
うと最近，仲間とナラティヴ・インストラクター協会という組織を作りました。もし今回の講演でナラティ
ヴ・クエッションに御興味を持って頂きましたら，是非ご入会いただき，一緒に日本流のナラティヴ・
アプローチを造っていきませんか？長時間ご清聴ありがとうございました。
参考文献
中川晶（2010）：ナラティヴ・ベイスト・メディシン．現代のエスプリ．515：121–131．
中 川晶（2017）：ナラティヴ・アプローチ．日本保健医療行動科学会編．教科書　講義と演習で学ぶ保
健医療行動科学．70–73．：日本保健医療行動科学会．
